
第１号様式（第９条関係）
令和 年 月 日

豊島区長あて

申請者（保護者） 住所

氏名 ㊞

電話

１　助成対象児童（児童ごとに申請して下さい。）

※利用登録後に豊島区から通知された「登録番号」をご記入ください。

※登録がお済みでない場合、メールフォームよりご登録ください。

※利用登録については豊島区ホームページをご覧ください。

２　振替口座

※申請者と同じ名義人の口座を指定してください。

３　利用したサービスの内容等

　　　 令和 年 月 　※別紙「利用内容内訳」を忘れずに提出してください

※　　領収書等の事業者が発行する書類の提出が間に合わない場合など、全ての書類が揃わない場合も、必ず提出期限までに

　　　「申請書兼口座振替依頼書」と、その時点で提出可能な書類（利用時間、利用額などがわかるもの）を提出してください。

　　　提出期限までに申請書のご提出があった申請については、一定期間まで不足書類の追加提出を受け付けます。

　　　なお、提出期限までに申請書のご提出がない場合や、最終必着（令和６年４月１５日）を過ぎた場合は、

　　　予算執行の関係上、申請を受け付けられません。

４　添付書類チェックリスト

チェック
欄

□

□

□

フリガナ

②利用明細書

令和6年1月から3月

申請書類提出期限

令和6年4月15日　　消印有効　（※）

利用月

令和6年1月31日　　消印有効　（※）

令和５年10月31日　　消印有効　（※）

令和５年7月31日　　消印有効　（※）

令和5年10月から12月

③ベビーシッター利用支援事業（一時預かり利用支援）補助事業ベビーシッ
ター要件証明書

振込先
金融機関

銀行
信用
組合

振込先口座
及び名義人※

預金種目 普通　・　当座

①領収書の原本
※利用日、利用時間及び利用料金がわかるもの
※利用料以外の料金(※1）を除いた保育利用料

添付書類 発行・証明者

令和5年4月から6月

事業者

令和5年７月から９月

口座名義人

口座番号（右ツメ）

支店
信用
金庫 農協

金融機関コード 支店コード

〒

豊島区ベビーシッター利用支援事業（一時預かり利用支援）
助成金交付申請書兼口座振替依頼書

　下記の通り、ベビーシッター利用料を支払ったので、豊島区ベビーシッター利用支援事業（一時預かり利用支援）助成金交付要綱第９条の規定に基づき、
　領収書、利用明細書、証明書及びその他必要資料を添付して助成金の申請をします。なお、申請にあたり、豊島区が審査するため、
　次の事項を行うことに同意します。
⑴　本人および児童が豊島区内に居住していることを豊島区が住民基本台帳で確認すること。
⑵  申請者の支払状況を豊島区が対象事業者に確認すること。

児童氏名

ふりがな

登録番号



５　ベビーシッター利用内容内訳（　　　月分）

【留意事項】
〇内訳表はひと月単位、また、児童ごとに作成してください。
〇ベビーシッター事業者が発行する領収書及び請求内容がわかる明細書（利用日ごとの利用時間及び利用料金が分かるもの）
　　を添付してください。
〇利用料分の助成金額は利用日ごとに算定し、下記の算定表に基づき算出します。
　 なお、審査の結果、交付申請額と決定額が異なる可能性があります。
〇記載する欄が不足する場合は、本内訳表をコピーの上続けて記入願います。
   また、合計時間・金額は１枚目の各欄にそれぞれ記載して下さい。

＜１．日中（午前7時～午後10時まで）の利用分＞

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

円

＜2．夜間（午後10時～午前7時まで）の利用分＞

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

R 年 月 日 ( ) ： ～ ： 時間 分 円 円 円

円

◎申請時間・申請金額月計

円

※申請時間の上限は、児童一人当たり年度内で144時間（多胎児の場合は、児童一人当たり年度内で２８８時間）までです。

【申請にあたっての注意点】
※１　入会金、会費（実際にベビーシッターを利用した場合に利用料として充当されるものを除く）、キャンセル料、交通費、保険料、保育と直接

　　　関係のないオプション料（予約手数料等）、物品購入等の実費、各種クーポン利用で支払った料金等のサービス提供に付随する料金は

　　　助成対象外です。

※2　算定の結果、助成対象となるベビーシッター利用料が、上限を上回る場合は、上限までの金額を助成します。

※3　きょうだい利用をする場合、対象児童全員について要件を満たしていれば全員助成対象となります。その場合、助成申請書は児童ごとに

　　　作成してください。利用料金が一括になっている場合は、その金額を利用した児童数で割って一人当たりの利用料金を算出してください。

　　　（１円未満の端数が生じる場合は、いずれか１人の児童の利用料金を切り上げて算出してください。）

⑭夜間分の助成対象金額計　→

⑮当月分の申請時間計 ⑯当月分の申請金額計（＝⑦＋⑭）

⑦日中分の助成対象金額計　→

⑩申請時間 ⑪基準額
⑫実際にお支払いし

た利用額

⑧利用年月日

⑨利用時間帯

（午後１０時～午前７時までの時間
帯を記入して下さい。）

時間

⑬助成対象金額

⑨を時間数に換算の上
記入して下さい。

補助基準額3,500円に
⑩をかけた額を記入して
下さい。

入会金、会費、キャンセル料、交
通費、保険料、オプション料、物品
購入等の実費、各種クーポン利用
で支払った料金等は除いて下さ
い。

⑪と⑫を比較していずれ
か低い額を記入して下さ
い。

⑤実際にお支払いし
た利用額

⑥助成対象金額

②を時間数に換算の上
記入して下さい。

補助基準額2,500円に
③をかけた額を記入して
下さい。

入会金、会費、キャンセル料、交
通費、保険料、オプション料、物品
購入等の実費、各種クーポン利用
で支払った料金等は除いて下さ
い。

④と⑤を比較していずれ
か低い額を記入して下さ
い。

①利用年月日
（午前７時～午後１０時までの時間

帯を記入して下さい。）

②利用時間帯 ③利用時間数 ④基準額


